
(57)【要約】

【課題】　複数のセンサ端末によって構成されるセンサ

ネットワークにおいて、消費電力を低減しつつ、近隣セ

ンサ端末への一括データ送信を行う。

【解決手段】　識別子を列挙したパケット構造を採用す

ることで、集約処理されたパケットを送受信する。これ

により、本来別々に送信しなければならないパケットを

１つにまとめることができ、センサネットワークシステ

ム全体の消費電力を低減できる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 同 一 の デ ー タ を 、 送 信 先 で あ る Ｎ 個 の 目 的 端 末 に 送 信 す る 場 合 に 、 該 目 的 端 末 の 識 別 子
と 自 端 末 に 近 接 す る 近 接 端 末 の Ｍ 個 （ Ｎ 、 Ｍ は 、 自 然 数 か つ 少 な く と も 一 方 は ２ 以 上 ） の
識 別 子 と か ら な る 識 別 子 の 組 を 、 少 な く と も １ つ 含 む パ ケ ッ ト で あ る デ ー タ パ ケ ッ ト を 作
成 す る パ ケ ッ ト 作 成 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る セ ン サ 端 末 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 パ ケ ッ ト 作 成 手 段 は 、 外 部 か ら の 要 求 に 応 答 し て 前 記 デ ー タ パ ケ ッ ト を 作 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の セ ン サ 端 末 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 目 的 端 末 及 び 前 記 近 接 端 末 の 識 別 子 を 含 む ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル を 更 に 含 み 、 前 記
パ ケ ッ ト 作 成 手 段 は 前 記 ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル を 参 照 し て 前 記 デ ー タ パ ケ ッ ト を 作 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の セ ン サ 端 末 。
【 請 求 項 ４ 】
　 送 信 先 で あ る Ｎ 個 の 目 的 端 末 の 識 別 子 と 自 端 末 に 近 接 す る 近 接 端 末 の Ｍ 個 （ Ｎ 、 Ｍ は 、
自 然 数 か つ 少 な く と も 一 方 は ２ 以 上 ） の 識 別 子 と か ら な る 識 別 子 の 組 を 、 少 な く と も １ つ
有 す る パ ケ ッ ト を 受 信 す る セ ン サ 端 末 で あ っ て 、 前 記 パ ケ ッ ト に 含 ま れ て い る 、 識 別 子 の
組 に 基 づ い て 、 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で あ る か 判 断 す る 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 手 段 と
、 前 記 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 手 段 に よ り 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で あ る と 判 断 さ れ た 場
合 に 、 前 記 目 的 端 末 に 向 け て 該 パ ケ ッ ト を 転 送 す る た め に 識 別 子 の 書 き 替 え を 行 う 手 段 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る セ ン サ 端 末 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 手 段 に よ り 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で あ る と 判 断 さ れ 、 か
つ 、 該 パ ケ ッ ト に 近 接 端 末 の 識 別 子 が 複 数 含 ま れ て い る 場 合 に 、 そ の 含 ま れ て い る 順 番 に
応 じ た タ イ ミ ン グ で 確 認 応 答 パ ケ ッ ト を 返 信 す る 手 段 を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
４ 記 載 の セ ン サ 端 末 。
【 請 求 項 ６ 】
　 自 端 末 に 近 接 す る 近 接 端 末 の 識 別 子 を 複 数 有 す る デ ー タ 送 信 要 求 パ ケ ッ ト を 作 成 す る パ
ケ ッ ト 作 成 手 段 と 、 前 記 パ ケ ッ ト 作 成 手 段 に よ り 作 成 さ れ た デ ー タ 送 信 要 求 パ ケ ッ ト を 送
信 す る 手 段 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る セ ン サ 端 末 。
【 請 求 項 ７ 】
　 自 端 末 に 近 接 す る 近 接 端 末 の 識 別 子 を 複 数 有 す る デ ー タ 送 信 要 求 パ ケ ッ ト を 受 信 す る セ
ン サ 端 末 で あ っ て 、 前 記 デ ー タ 送 信 要 求 パ ケ ッ ト に 含 ま れ て い る 順 番 に 応 じ た タ イ ミ ン グ
で 、 受 信 準 備 完 了 パ ケ ッ ト を 返 信 す る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る セ ン サ 端 末 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 パ ケ ッ ト 作 成 手 段 は 、 識 別 子 の 組 に 、 当 該 識 別 子 の 組 よ り 少 な い 情 報 量 で 表 さ れ た
代 用 識 別 子 を 対 応 付 け た デ ー タ パ ケ ッ ト を 作 成 し 、 以 後 は 識 別 子 の 組 に 代 え て 代 用 識 別 子
を 付 与 し た デ ー タ パ ケ ッ ト を 作 成 し 、
　 同 一 の 識 別 子 の 組 に 対 し 複 数 回 デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 場 合 、 初 め に 識 別 子 の 組 と 代
用 識 別 子 と を 含 む デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 し 、 以 後 の デ ー タ パ ケ ッ ト 送 信 で は 、 識 別 子 の 組
を 含 ま ず 代 用 識 別 子 を 含 ん だ デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請
求 項 ３ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の セ ン サ 端 末 。
【 請 求 項 ９ 】
　 識 別 子 の 組 と 、 識 別 子 の 組 を よ り 少 な い 情 報 量 で 代 用 し た 代 用 識 別 子 と を 含 む デ ー タ パ
ケ ッ ト を 初 め て 受 信 し た 際 に 、 前 記 識 別 子 の 組 と 前 記 代 用 識 別 子 と の 対 応 を 記 憶 す る 記 憶
手 段 と 、 前 記 識 別 子 の 組 を 含 ま ず 前 記 代 用 識 別 子 を 含 む デ ー タ パ ケ ッ ト を 受 信 し た 際 に 、
前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 し た 前 記 識 別 子 の 組 と 前 記 代 用 識 別 子 と の 対 応 か ら 、 自 端 末 が 該 パ ケ
ッ ト の 受 信 対 象 で あ る か 判 断 す る 判 断 手 段 と を 更 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は
請 求 項 ５ 記 載 の セ ン サ 端 末 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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　 同 一 の デ ー タ を 、 送 信 先 で あ る Ｎ 個 の 目 的 端 末 に 送 信 す る 場 合 に 、 該 目 的 端 末 の 識 別 子
と 自 端 末 に 近 接 す る 近 接 端 末 の Ｍ 個 （ Ｎ 、 Ｍ は 、 自 然 数 か つ 少 な く と も 一 方 は ２ 以 上 ） の
識 別 子 と か ら な る 識 別 子 の 組 を 、 少 な く と も １ つ 含 む パ ケ ッ ト で あ る デ ー タ パ ケ ッ ト を 送
信 側 端 末 か ら 送 信 す る 送 信 ス テ ッ プ と 、 前 記 デ ー タ パ ケ ッ ト を 受 信 し た 受 信 側 端 末 に お い
て 、 該 デ ー タ パ ケ ッ ト に 含 ま れ て い る 、 識 別 子 の 組 に 基 づ い て 、 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の 受
信 対 象 で あ る か 判 断 す る 判 断 ス テ ッ プ と 、 前 記 判 断 ス テ ッ プ に よ り 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の
受 信 対 象 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 に 、 前 記 目 的 端 末 に 向 け て 該 パ ケ ッ ト を 転 送 す る た め に
識 別 子 の 書 き 替 え を 行 う 識 別 子 書 き 替 え ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る セ ン サ 端 末 の
制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は セ ン サ 端 末 、 セ ン サ 端 末 の 制 御 方 法 に 関 し 、 特 に セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す
る た め の セ ン サ 端 末 、 セ ン サ 端 末 の 制 御 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 一 般 的 な セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク ）
　 ユ ー ザ が 特 に 意 識 す る こ と な く 、 様 々 な 環 境 で 最 適 な サ ー ビ ス を 享 受 で き る ユ ビ キ タ ス
社 会 の 実 現 に 向 け 、 微 小 な セ ン サ 端 末 か ら な る セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク の 検 討 が 進 め ら れ て い
る 。 こ れ ら の セ ン サ 端 末 は 環 境 中 の 様 々 な 場 所 に 設 置 さ れ 、 ユ ー ザ の 嗜 好 や 状 態 、 ま た 環
境 情 報 な ど 多 様 な 情 報 取 得 を 行 う 。 さ ら に 災 害 現 場 や 複 雑 な パ イ プ ラ イ ン な ど 、 従 来 観 測
が 困 難 だ っ た 環 境 で の 幅 広 い 利 用 も 期 待 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク で は 、 情 報 を 収 集 す る セ ン サ 端 末 を 「 Ｓ ｉ ｎ ｋ 」 、 情 報 を 発 信 す る
セ ン サ 端 末 の こ と を 「 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ 」 と 呼 ぶ 。 ま た 、 セ ン サ 端 末 間 の 無 線 通 信 の 制 御 信 号
と し て 、 送 信 要 求 信 号 を Ｒ Ｔ Ｓ （ Request To Send） 信 号 、 受 信 準 備 完 了 信 号 を Ｃ Ｔ Ｓ （ C
lear To Send） 信 号 、 確 認 応 答 を Ａ Ｃ Ｋ （ Acknowledgment） 信 号 と 呼 ぶ 。
　 セ ン サ 端 末 の 通 信 に お け る 識 別 子 は 、 Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク で 利 用 さ れ る Ｉ Ｐ ア ド レ ス や Ｍ
Ａ Ｃ ア ド レ ス と は 異 な る 方 式 が 提 案 さ れ て い る 。 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 相 当 の エ ン ド エ ン ド （ つ ま
り 送 信 端 末 及 び 受 信 端 末 ） の 識 別 子 （ 以 下 、 エ ン ド 識 別 子 ） に つ い て は 、 ア ド レ ス 設 定 負
荷 を 減 ら す た め 属 性 の 提 案 が な さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 ま た 、 Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス
は ４ ８ ビ ッ ト と 冗 長 で あ る た め 、 よ り 少 な い ビ ッ ト 長 を 近 隣 間 で の 識 別 子 （ 以 下 、 近 隣 識
別 子 ） と し て 利 用 す る 方 式 等 も 提 案 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 既 存 の セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク で こ れ ら の 識 別 子 を 用 い て 実 際 に 通 信 を 行 う 場 合 、 ア ド レ ス
長 な ど は 変 化 す る が 、 図 １ ６ に 示 さ れ て い る よ う な 既 存 の Ｉ Ｐ ・ Ｍ Ａ Ｃ に 近 い フ レ ー ム 構
成 が と ら れ る 。 同 図 に 示 さ れ て い る 、 セ ン サ パ ケ ッ ト は 、 １ ホ ッ プ （ ｈ ｏ ｐ ） の 識 別 の た
め の 「 受 信 者 近 接 識 別 子 」 及 び 「 送 信 者 近 接 識 別 子 」 と 、 エ ン ド エ ン ド の 識 別 の た め の 「
受 信 者 エ ン ド 識 別 子 」 及 び 「 送 信 者 エ ン ド 識 別 子 」 と を デ ー タ に 付 加 し た 構 造 を な し て い
る 。 そ し て 、 こ の セ ン サ パ ケ ッ ト は 、 １ ホ ッ プ 毎 に 近 隣 識 別 子 が 書 き 替 え ら れ な が ら 、 目
的 の セ ン サ 端 末 ま で 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ こ で 、 セ ン サ パ ケ ッ ト の 送 信 の 様 子 が 図 １ ７ に 示 さ れ て い る 。 同 図 に は ２ つ の セ ン サ
端 末 が 実 線 円 形 で 示 さ れ て い る 。 各 実 線 円 形 内 の 数 字 は 、 そ の セ ン サ 端 末 の 近 隣 識 別 子 で
あ る 。
　 同 図 に お い て 、 セ ン サ Ａ （ Ｓ ｅ ｎ ｓ ｏ ｒ Ａ ） か ら セ ン サ Ｂ （ Ｓ ｅ ｎ ｓ ｏ ｒ Ｂ ） に デ ー タ
を 送 る 場 合 、 セ ン サ Ａ は 、 １ ホ ッ プ の 識 別 の た め の 受 信 者 近 隣 識 別 子 「 ２ 」 及 び 送 信 者 近
接 識 別 子 「 １ 」 と 、 受 信 者 エ ン ド 識 別 子 「 Ｂ 」 及 び 送 信 者 エ ン ド 識 別 子 「 Ａ 」 と を デ ー タ
「 Ｄ Ａ Ｔ Ａ 」 に 付 加 し た セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ １ １ を 作 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 こ の セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ １ １ が セ ン サ Ａ か ら 送 信 さ れ る と 、 セ ン サ Ａ に 近 接 す る セ ン サ Ｃ
（ Ｓ ｅ ｎ ｓ ｏ ｒ Ｃ ） が そ れ を 受 信 し 、 受 信 者 近 隣 識 別 子 を 「 ３ 」 、 送 信 者 近 接 識 別 子 を 「
２ 」 に 書 き 替 え た セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ ２ ２ を 作 成 す る 。 こ の セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ ２ ２ が セ ン サ
Ｃ か ら 送 信 さ れ る と 、 セ ン サ Ｃ に 近 接 す る セ ン サ Ｄ （ Ｓ ｅ ｎ ｓ ｏ ｒ Ｄ ） が そ れ を 受 信 し 、
受 信 者 近 隣 識 別 子 を 「 ４ 」 、 送 信 者 近 接 識 別 子 を 「 ３ 」 に 書 き 替 え た セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ ３
３ を 作 成 す る 。 こ の セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ ３ ３ が セ ン サ Ｄ か ら 送 信 さ れ る と 、 セ ン サ Ｄ に 近 接
す る セ ン サ Ｂ が そ れ を 受 信 す る 。
　 以 上 の よ う に 、 セ ン サ パ ケ ッ ト は 、 １ ホ ッ プ 毎 に 近 隣 識 別 子 が 書 き 替 え ら れ て 伝 達 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク に 適 し た 無 線 技 術 ）
　 セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク に 適 し た 無 線 技 術 と し て 、 省 電 力 化 を 意 識 し た 様 々 な 提 案 が さ れ て
い る 。 SＭ Ａ Ｃ で は 近 隣 セ ン サ 間 で 同 期 を と り Active／ Sleepの ス ケ ジ ュ ー リ ン グ を 行 い 、
Active時 の み 通 信 を 行 っ た り 、 １ 回 の Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 ／ Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 で デ ー タ 送 信 を 完 了 す る な
ど 様 々 な 省 電 力 化 を 実 現 し て い る （ 非 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
　 Ｔ Ｍ Ａ Ｃ は さ ら に デ ー タ を バ ー ス ト 的 に 送 信 す る こ と で Active時 間 を 短 縮 し 、 ま た Acti
ve時 に 通 信 が 競 合 し た 場 合 に は 、 通 信 可 能 時 刻 を 明 示 的 に 指 定 す る こ と で Sleep時 間 の 延
長 と 通 信 の 確 実 性 を 両 立 さ せ て い る （ 非 特 許 文 献 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 William Adjie-Winoto、  Elliot Schwartz、  Hari Balakrishnan、  Jerem
y Lilley、  The design and implementation of an intentional naming system、  Proc
． １ ７ th ACM SOSP、  Kiawah Island、  SC、  Dec． １ ９ ９ ９ ．
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Jeremy Elson and Deborah Estrin、  Random、  Ephemeral Transaction
 Identifiers in Dynamic Sensor Networks、  Proceedings of the Twenty First Intern
ational Conference on Distributed Computing Systems (ICDCS-２ １ )、  Phoenix、  Ari
zona、  April ２ ０ ０ １ ．
【 非 特 許 文 献 ３ 】 Wei Ye and John Heidemann and Deborah Estrin、  “ An Energy Effic
ient Ｍ Ａ Ｃ  Protocol for Wireless Sensor Networks、 ”  In Proceedings ２ １ st Inte
rnational Annual Joint Conference of the IEEE Computer and Communications Societ
ies、  ２ ０ ０ ２ ．
【 非 特 許 文 献 ４ 】 Tijs van Dam、  Koen Langendoen、  “ An adaptive energy-efficient 
Ｍ Ａ Ｃ  protocol for wireless sensor networks、 ”  In Proceedings of the １ st inte
rnational conference on Embedded networked sensor systems、 ２ ０ ０ ３ ．
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 従 来 の セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク に か か る 無 線 通 信 制 御 方 式 で は 、 そ の 通 信 フ レ ー ム と 制
御 信 号 と に つ い て 、 Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ な ど に 利 用 さ れ る ８ ０ ２ ． １ １ を 基 本
と し て い る 。 こ の た め 、 送 信 セ ン サ 端 末 に 対 し 、 複 数 の 受 信 セ ン サ 端 末 が 存 在 す る 場 合 に
は 、 以 下 に 示 す よ う な 問 題 点 が あ っ た 。
　 す な わ ち 、 上 記 従 来 技 術 に か か る 無 線 通 信 制 御 方 式 で は 、 無 線 通 信 範 囲 内 に 複 数 の 通 信
相 手 セ ン サ が い る 場 合 、 通 信 相 手 毎 に Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 ／ Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 ／ Ａ Ｃ Ｋ 信 号 と い っ た 制 御
信 号 や 、 デ ー タ を や り 取 り し て い た 。 そ の た め 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 と デ ー タ は 送 信 者 が 一 度 送 信
す れ ば 各 セ ン サ に 届 い て い る に も か か わ ら ず （ デ ー タ を 無 線 送 信 す る た め 、 各 セ ン サ ま で
届 い て い る に も か か わ ら ず 受 信 す る 仕 組 み が な く 、 自 端 末 が 受 信 端 末 で あ る と 認 識 で き な
い ） 、 セ ン サ 毎 に 通 信 が 行 わ れ る た め 複 数 回 の 冗 長 な Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 ／ デ ー タ 通 信 が 発 生 し て
い た 。 こ の こ と に つ い て 、 図 １ ８ 及 び 図 １ ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ ８ に は ７ つ の セ ン サ 端 末 が 実 線 円 形 で 示 さ れ て い る 。 各 実 線 円 形 内 の 数 字 は 、 そ の
セ ン サ 端 末 の 近 隣 識 別 子 で あ る 。 同 図 に お い て 、 破 線 で 示 さ れ て い る 円 形 は 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ
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ｅ Ａ か ら 直 接 に 無 線 送 信 可 能 な 範 囲 で あ る 。 こ の 状 態 に お い て 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ か ら 、 Ｓ
ｉ ｎ ｋ Ｂ 及 び Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｃ に セ ン サ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 場 合 を 考 え る 。
　 こ の 場 合 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ は 、 受 信 者 近 隣 識 別 子 「 １ 」 及 び 送 信 者 近 接 識 別 子 「 ０ 」 と
、 受 信 者 エ ン ド 識 別 子 「 Ｂ 」 及 び 送 信 者 エ ン ド 識 別 子 「 Ａ 」 と を デ ー タ 「 Ｄ Ａ Ｔ Ａ 」 に 付
加 し た セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ １ ２ を 作 成 す る 。 こ の セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ １ ２ が Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ か
ら 送 信 さ れ る と 、 受 信 者 近 隣 識 別 子 が 「 １ 」 で あ る セ ン サ 端 末 Ｄ が 受 信 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ は 、 受 信 者 近 隣 識 別 子 「 ４ 」 及 び 送 信 者 近 接 識 別 子 「 ０ 」 と 、 受
信 者 エ ン ド 識 別 子 「 Ｃ 」 及 び 送 信 者 エ ン ド 識 別 子 「 Ａ 」 と を デ ー タ 「 Ｄ Ａ Ｔ Ａ 」 に 付 加 し
た セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ ２ １ を 作 成 す る 。 こ の セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ ２ １ が Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ か ら 送
信 さ れ る と 、 受 信 者 近 隣 識 別 子 が 「 ４ 」 で あ る セ ン サ 端 末 Ｅ が 受 信 す る 。
　 こ の よ う に 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｃ の そ れ ぞ れ に 向 け て 、 別 々 の セ ン サ パ ケ ッ ト が 送
信 さ れ る こ と に な る 。 こ の よ う に 別 々 の セ ン サ パ ケ ッ ト が 送 信 さ れ る 場 合 、 図 １ ９ （ ａ ）
に 示 さ れ て い る よ う に 、 複 数 回 の 送 受 信 処 理 が 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ と セ
ン サ 端 末 Ｄ と の 間 で 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 、 Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 が 授 受 さ れ た 後 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ で あ る セ ン サ パ
ケ ッ ト Ｐ １ ２ が 送 信 さ れ 、 最 後 に Ａ Ｃ Ｋ 信 号 が 返 っ て く る こ と に な る 。 な お 、 同 図 （ ａ ）
中 の Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 、 Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 、 Ａ Ｃ Ｋ 信 号 は 、 同 図 （ ｂ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 デ ー タ
・ 制 御 信 号 等 を 区 別 す る 識 別 用 の フ ィ ー ル ド で あ る Typeフ ィ ー ル ド ６ １ 、 受 信 対 象 の 近 隣
セ ン サ の 識 別 子 を 表 す ReceiverListフ ィ ー ル ド ６ ３ 、 及 び 、 送 信 近 隣 セ ン サ の 近 隣 識 別 子
と 送 信 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ の エ ン ド 識 別 子 用 の SenderInfoフ ィ ー ル ド ６ ４ を 含 ん で 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ と セ ン サ 端 末 Ｅ と の 間 で 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 、 Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 が 授 受 さ れ
た 後 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ で あ る セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ ２ １ が 送 信 さ れ 、 最 後 に Ａ Ｃ Ｋ 信 号 が 返 っ て く る
こ と に な る 。
　 こ の よ う に 別 々 の セ ン サ パ ケ ッ ト が 送 信 さ れ 、 複 数 回 の 送 受 信 処 理 が 行 わ れ る と 、 電 力
消 費 が 増 大 す る こ と に な る 。 こ れ を 解 決 す る た め に は 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 利 用 す る こ と
に よ り 、 一 度 の 通 信 で 複 数 の 近 隣 セ ン サ に デ ー タ を 届 け る こ と も 考 え ら れ る 。 そ の 場 合 、
ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス が 指 定 さ れ 、 送 信 側 の セ ン サ 端 末 に よ る あ て 先 の 指 定 は な い た
め 、 受 信 デ ー タ を 次 の セ ン サ に 転 送 す る か ど う か は デ ー タ を 受 信 し た 近 隣 セ ン サ が 自 律 的
に 決 定 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 例 え ば 、 図 ２ ０ に 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ か ら ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス
「 Ａ Ｌ Ｌ 」 を 含 む セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ ５ に つ い て は 、 周 囲 の 複 数 の セ ン サ 端 末 Ｄ 、 Ｅ 、 Ｆ 、
及 び Ｇ の 全 て が そ れ を 中 継 す る こ と に な る 。 こ の 場 合 、 周 囲 の セ ン サ の う ち 、 セ ン サ 端 末
Ｄ 及 び Ｅ の み が セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ ５ を 中 継 処 理 す れ ば 、 全 Ｓ ｉ ｎ ｋ に デ ー タ を 届 け る こ と
が で き る 。 し か し な が ら 、 こ の 場 合 、 セ ン サ 端 末 Ｆ と セ ン サ 端 末 Ｇ は 自 分 が 中 継 し な く て
よ い こ と を 容 易 に 判 断 す る こ と は で き な い 。 そ し て 、 不 要 な 中 継 処 理 を 行 う と 各 セ ン サ 端
末 の 消 費 電 力 に 大 き な 影 響 を 与 え 、 必 要 な 中 継 処 理 が 行 わ れ な い と 全 て の Ｓ ｉ ｎ ｋ に デ ー
タ を 届 け る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 述 し た ブ ロ ー ド キ ャ ス ト は 送 信 相 手 が 特 定 さ れ な い た め 、 上 述 し た Ｒ Ｔ Ｓ 信 号
に 対 す る Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 及 び デ ー タ に 対 す る Ａ Ｃ Ｋ 信 号 が ど の よ う な タ イ ミ ン グ で 送 信 さ れ る
か 、 ま た そ の 信 号 数 も 分 か ら な い 。 こ の た め 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 ／ Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 の 衝 突 が 生 じ る こ
と が あ り 、 そ の 衝 突 を 回 避 で き な い 。 よ っ て 、 上 記 の ブ ロ ー ド キ ャ ス ト は 、 安 定 し た デ ー
タ 通 信 に は 不 向 き で あ る 。
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 し つ つ 、 複 数 の 近 隣 セ ン サ 端 末 へ の 一 括 デ ー タ 送 信 を 実 現
で き る セ ン サ 端 末 、 セ ン サ 端 末 の 制 御 方 法 の 提 供 を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 発 明 の 請 求 項 １ に よ る セ ン サ 端 末 は 、 同 一 の デ ー タ を 、 送 信 先 で あ る Ｎ 個 の 目 的 端 末
に 送 信 す る 場 合 に 、 該 目 的 端 末 の 識 別 子 と 自 端 末 に 近 接 す る 近 接 端 末 の Ｍ 個 （ Ｎ 、 Ｍ は 、
自 然 数 か つ 少 な く と も 一 方 は ２ 以 上 ） の 識 別 子 と か ら な る 識 別 子 の 組 を 、 少 な く と も １ つ
含 む パ ケ ッ ト で あ る デ ー タ パ ケ ッ ト （ 例 え ば 、 図 １ 中 の デ ー タ パ ケ ッ ト Ｐ ） を 作 成 す る パ
ケ ッ ト 作 成 手 段 （ 例 え ば 、 図 ５ 中 及 び 図 ６ 中 の 送 信 デ ー タ パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ５ に 対 応 ） を
含 む こ と を 特 徴 と す る 。 送 信 側 端 末 が 明 示 的 に 受 信 セ ン サ 毎 に 中 継 す べ き シ ン ク を 指 定 し
た デ ー タ パ ケ ッ ト を 作 成 し 、 こ れ を 送 信 す る こ と に よ り 、 複 数 近 隣 セ ン サ に 同 一 の デ ー タ
を 送 信 す る 場 合 、 複 数 回 の 通 信 を 行 う こ と な く １ 度 の 通 信 で 済 ま せ る こ と が で き る の で 、
無 線 通 信 の 回 数 を 低 減 で き 、 セ ン サ 端 末 同 士 の 通 信 の 省 電 力 化 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に よ る セ ン サ 端 末 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 パ ケ ッ ト 作 成 手 段 は 、
外 部 か ら の 要 求 に 応 答 し て 前 記 デ ー タ パ ケ ッ ト を 作 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。 外 部 か ら の
要 求 が あ っ た 場 合 に お い て 、 複 数 近 隣 セ ン サ に 同 一 の デ ー タ を 送 信 す る 場 合 、 複 数 回 の 通
信 を 行 う こ と な く １ 度 の 通 信 で 済 ま せ る こ と が で き る の で 、 無 線 通 信 の 回 数 を 低 減 で き 、
セ ン サ 端 末 同 士 の 通 信 の 省 電 力 化 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ に よ る セ ン サ 端 末 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 目 的 端 末 及 び 前
記 近 接 端 末 の 識 別 子 を 含 む ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル （ 例 え ば 、 図 ５ 中 及 び 図 ６ 中 の ル ー テ ィ
ン グ テ ー ブ ル １ ４ に 対 応 ） を 更 に 含 み 、 前 記 パ ケ ッ ト 作 成 手 段 は 前 記 ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ
ル を 参 照 し て 前 記 デ ー タ パ ケ ッ ト を 作 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。 ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル を
参 照 す る こ と に よ り 、 送 信 側 端 末 が 明 示 的 に 受 信 セ ン サ 毎 に 中 継 す べ き シ ン ク を 指 定 し た
デ ー タ パ ケ ッ ト を 作 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ に よ る セ ン サ 端 末 は 、 送 信 先 で あ る Ｎ 個 の 目 的 端 末 の 識 別 子 と 自 端 末
に 近 接 す る 近 接 端 末 の Ｍ 個 （ Ｎ 、 Ｍ は 、 自 然 数 か つ 少 な く と も 一 方 は ２ 以 上 ） の 識 別 子 と
か ら な る 識 別 子 の 組 を 、 少 な く と も １ つ 有 す る パ ケ ッ ト を 受 信 す る セ ン サ 端 末 で あ っ て 、
前 記 パ ケ ッ ト に 含 ま れ て い る 、 識 別 子 の 組 に 基 づ い て 、 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で
あ る か 判 断 す る 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 手 段 （ 例 え ば 、 図 ５ 中 及 び 図 ６ 中 の 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 部
１ ２ に 対 応 ） と 、 前 記 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 手 段 に よ り 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で あ る
と 判 断 さ れ た 場 合 に 、 前 記 目 的 端 末 に 向 け て 該 パ ケ ッ ト を 転 送 す る た め に 識 別 子 の 書 き 替
え を 行 う 手 段 （ 例 え ば 、 図 ５ 中 及 び 図 ６ 中 の 送 信 デ ー タ パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ５ に 対 応 ） と を
含 む こ と を 特 徴 と す る 。 識 別 子 の 組 に 基 づ い て 、 パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で あ る か 判 断 す る の
で 、 受 信 対 象 で な い 場 合 に は そ の 後 の 処 理 を 行 う 必 要 が 無 く な り 、 消 費 電 力 を 低 減 で き る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ５ に よ る セ ン サ 端 末 は 、 請 求 項 ４ に お い て 、 前 記 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 手 段
に よ り 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で あ る と 判 断 さ れ 、 か つ 、 該 パ ケ ッ ト に 近 接 端 末 の
識 別 子 が 複 数 含 ま れ て い る 場 合 に 、 そ の 含 ま れ て い る 順 番 に 応 じ た タ イ ミ ン グ で 確 認 応 答
パ ケ ッ ト を 返 信 す る 手 段 （ 例 え ば 、 図 ６ 中 の 送 信 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ６ ３ に 対 応 ） を 更 に
含 む こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う な タ イ ミ ン グ で 確 認 応 答 パ ケ ッ ト を 返 信 す る こ と に よ り
、 確 認 応 答 パ ケ ッ ト 同 士 の 衝 突 を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ に よ る セ ン サ 端 末 は 、 自 端 末 に 近 接 す る 近 接 端 末 の 識 別 子 を 複 数 有 す
る デ ー タ 送 信 要 求 パ ケ ッ ト を 作 成 す る パ ケ ッ ト 作 成 手 段 （ 例 え ば 、 図 ６ 中 の 送 信 タ イ ミ ン
グ 制 御 部 １ ６ ２ に 対 応 ） と 、 前 記 パ ケ ッ ト 作 成 手 段 に よ り 作 成 さ れ た デ ー タ 送 信 要 求 パ ケ
ッ ト を 送 信 す る 手 段 （ 例 え ば 、 図 ６ 中 の 送 信 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ６ ３ に 対 応 ） と を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う な デ ー タ 送 信 要 求 パ ケ ッ ト を 作 成 す る こ と に よ り 、 デ ー タ 要 求
を 集 約 す る こ と が で き る の で 、 無 線 通 信 の 回 数 を 低 減 で き 、 セ ン サ 端 末 同 士 の 通 信 の 省 電
力 化 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 本 発 明 の 請 求 項 ７ に よ る セ ン サ 端 末 は 、 自 端 末 に 近 接 す る 近 接 端 末 の 識 別 子 を 複 数 有 す
る デ ー タ 送 信 要 求 パ ケ ッ ト （ 例 え ば 、 図 ２ 中 の Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 Ｒ に 対 応 ） を 受 信 す る セ ン サ 端
末 で あ っ て 、 前 記 デ ー タ 送 信 要 求 パ ケ ッ ト に 含 ま れ て い る 順 番 に 応 じ た タ イ ミ ン グ で 、 受
信 準 備 完 了 パ ケ ッ ト を 返 信 す る 手 段 （ 例 え ば 、 図 ６ 中 の 送 信 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ６ ３ に 対
応 ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う な タ イ ミ ン グ で 受 信 準 備 完 了 パ ケ ッ ト を 返 信 す る
こ と に よ り 、 受 信 準 備 完 了 パ ケ ッ ト 同 士 の 衝 突 を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ８ に よ る セ ン サ 端 末 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ ま で の い ず れ か １ 項 に お
い て 、 前 記 パ ケ ッ ト 作 成 手 段 は 、 識 別 子 の 組 に 、 当 該 識 別 子 の 組 よ り 少 な い 情 報 量 で 表 さ
れ た 代 用 識 別 子 を 対 応 付 け た デ ー タ パ ケ ッ ト を 作 成 し 、 以 後 は 識 別 子 の 組 に 代 え て 代 用 識
別 子 を 付 与 し た デ ー タ パ ケ ッ ト を 作 成 し 、
　 同 一 の 識 別 子 の 組 に 対 し 複 数 回 デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 場 合 、 初 め に 識 別 子 の 組 と 代
用 識 別 子 と を 含 む デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 し 、 以 後 の デ ー タ パ ケ ッ ト 送 信 で は 、 識 別 子 の 組
を 含 ま ず 代 用 識 別 子 を 含 ん だ デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う な 構
成 に よ れ ば 、 ２ 回 目 以 降 の パ ケ ッ ト 送 信 時 に は パ ケ ッ ト ヘ ッ ダ の オ ー バ ヘ ッ ド を 減 少 さ せ
通 信 の 省 電 力 化 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ９ に よ る セ ン サ 端 末 は 、 請 求 項 ４ 又 は ５ に お い て 、 識 別 子 の 組 と 、 識 別
子 の 組 を よ り 少 な い 情 報 量 で 代 用 し た 代 用 識 別 子 と を 含 む デ ー タ パ ケ ッ ト を 初 め て 受 信 し
た 際 に 、 前 記 識 別 子 の 組 と 前 記 代 用 識 別 子 と の 対 応 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、 前 記 識 別 子 の
組 を 含 ま ず 前 記 代 用 識 別 子 を 含 む デ ー タ パ ケ ッ ト を 受 信 し た 際 に 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 し
た 前 記 識 別 子 の 組 と 前 記 代 用 識 別 子 と の 対 応 か ら 、 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で あ る
か 判 断 す る 判 断 手 段 と を 更 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 代 用 識
別 子 を 含 む パ ケ ッ ト を 受 信 し た と き に 、 識 別 子 の 組 と 代 用 識 別 子 と の 対 応 関 係 に 基 づ き 、
そ の 後 の 受 信 処 理 や 転 送 処 理 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ ０ に よ る セ ン サ 端 末 の 制 御 方 法 は 、 同 一 の デ ー タ を 、 送 信 先 で あ る Ｎ
個 の 目 的 端 末 に 送 信 す る 場 合 に 、 該 目 的 端 末 の 識 別 子 と 自 端 末 に 近 接 す る 近 接 端 末 の Ｍ 個
（ Ｎ 、 Ｍ は 、 自 然 数 か つ 少 な く と も 一 方 は ２ 以 上 ） の 識 別 子 と か ら な る 識 別 子 の 組 を 、 少
な く と も １ つ 含 む パ ケ ッ ト で あ る デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 側 端 末 か ら 送 信 す る 送 信 ス テ ッ プ
と 、 前 記 デ ー タ パ ケ ッ ト を 受 信 し た 受 信 側 端 末 に お い て 、 該 デ ー タ パ ケ ッ ト に 含 ま れ て い
る 、 識 別 子 の 組 に 基 づ い て 、 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で あ る か 判 断 す る 判 断 ス テ ッ
プ と 、 前 記 判 断 ス テ ッ プ に よ り 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 に
、 前 記 目 的 端 末 に 向 け て 該 パ ケ ッ ト を 転 送 す る た め に 識 別 子 の 書 き 替 え を 行 う 識 別 子 書 き
替 え ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う に セ ン タ 端 末 を 制 御 す れ ば 、 複 数 近 隣
セ ン サ に 同 一 の デ ー タ を 送 信 す る 場 合 、 複 数 回 の 通 信 を 行 う こ と な く １ 度 の 通 信 で 済 ま せ
る こ と が で き る の で 、 無 線 通 信 の 回 数 を 低 減 で き 、 セ ン サ 端 末 同 士 の 通 信 の 省 電 力 化 を 実
現 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 近 隣 セ ン サ に 同 一 の デ ー タ を 送 信 す る 場 合 、 複 数 回 の 通 信 を 行 う
こ と な く １ 度 の 通 信 で 済 ま せ る こ と が で き 、 か つ 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト の よ う に 受 信 セ ン サ
が 自 律 的 に そ の 後 の 処 理 を 決 定 す る の で は な く 、 送 信 側 端 末 が 明 示 的 に 受 信 セ ン サ 毎 に 中
継 す べ き シ ン ク を 指 定 す る こ と で 、 デ ー タ の 不 達 や 冗 長 な デ ー タ 信 号 発 生 を 抑 制 で き る 。
こ れ に よ り 、 無 線 通 信 の 回 数 を 低 減 で き 、 セ ン サ 端 末 同 士 の 通 信 の 省 電 力 化 を 実 現 で き る
効 果 が あ る 。 消 費 電 力 を 低 減 し て 電 源 容 量 を 小 さ く で き る の で 、 セ ン サ 端 末 全 体 の 大 き さ
を よ り 小 さ く で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て 参
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照 す る 各 図 で は 、 他 の 図 と 同 等 部 分 は 同 一 符 号 に よ っ て 示 さ れ て い る 。
（ 無 線 パ ケ ッ ト 構 造 例 ）
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の セ ン サ 端 末 を 用 い た セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に お い て 、 送 信
側 の セ ン サ 端 末 が 、 同 一 の デ ー タ を 複 数 の 近 隣 セ ン サ に 一 括 送 信 す る 場 合 の パ ケ ッ ト 構 造
例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 同 図 に お い て 、 パ ケ ッ ト Ｐ は 、 Typeフ ィ ー ル ド ６ １ 、 NbrNumフ ィ ー ル ド ６ ２ 、 Receiver
Listフ ィ ー ル ド ６ ３ 、 SenderInfoフ ィ ー ル ド ６ ４ が 、 デ ー タ ６ ５ に 付 加 さ れ た 構 造 に な っ
て い る 。
　 Typeフ ィ ー ル ド ６ １ は 、 デ ー タ ・ 制 御 信 号 を 区 別 す る 識 別 用 の フ ィ ー ル ド で あ る 。
　 NbrNumフ ィ ー ル ド ６ ２ は 、 送 信 対 象 と な る 複 数 近 隣 セ ン サ の 数 を 表 す フ ィ ー ル ド で あ る
。 本 例 で は 、 近 隣 の 受 信 者 １ 及 び 受 信 者 ２ に 送 信 す る の で 、 NbrNumフ ィ ー ル ド の 値 は 「 ２
」 で あ る 。 送 信 先 が 単 数 の 場 合 に は 、 こ の フ ィ ー ル ド の 値 は 「 １ 」 に な る 。 も っ と も 、 送
信 先 が 単 数 の 場 合 に は 、 NbrNumフ ィ ー ル ド ６ ２ を 設 け な い こ と に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ReceiverListフ ィ ー ル ド ６ ３ は 、 受 信 リ ス ト を 示 す フ ィ ー ル ド で あ る 。 こ の フ ィ ー ル ド
に は 、 （ １ ） 受 信 対 象 の 近 隣 セ ン サ の 近 隣 識 別 子 、 （ ２ ） そ の 近 隣 セ ン サ が 送 信 先 と す べ
き Ｓ ｉ ｎ ｋ の 数 「 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｎ ｕ ｍ 」 、 （ ３ ） そ の 近 隣 セ ン サ が 送 信 先 と す べ き Ｓ ｉ ｎ ｋ の
エ ン ド 識 別 子 と か ら な る 組 が 、 NbrNumフ ィ ー ル ド の 値 に 対 応 す る 数 だ け 列 挙 さ れ る 。 本 例
で は 、 「 受 信 者 １ 近 接 識 別 子 」 、 「 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｎ ｕ ｍ 」 、 「 シ ン ク １ エ ン ド 識 別 子 」 、 「 シ
ン ク ２ エ ン ド 識 別 子 」 の 組 ６ ３ ａ と 、 「 受 信 者 ２ 近 接 識 別 子 」 、 「 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｎ ｕ ｍ 」 、 「
シ ン ク ３ エ ン ド 識 別 子 」 の 組 ６ ３ ｂ と が 含 ま れ て い る 。 前 者 の 組 ６ ３ ａ は 、 シ ン ク １ 及 び
シ ン ク ２ を 目 的 端 末 と し た パ ケ ッ ト を 近 隣 の 受 信 者 １ が 送 信 す る と い う 内 容 で あ り 、 「 Ｓ
ｉ ｎ ｋ Ｎ ｕ ｍ 」 の 値 は 「 ２ 」 で あ る 。 後 者 の 組 ６ ３ ｂ は 、 シ ン ク ３ を 目 的 端 末 と し た パ ケ
ッ ト を 近 隣 の 受 信 者 ２ が 送 信 す る と い う 内 容 で あ り 、 「 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｎ ｕ ｍ 」 の 値 は 「 １ 」 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 SenderInfoフ ィ ー ル ド ６ ４ に は 、 送 信 近 隣 セ ン サ の 近 隣 識 別 子 と 送 信 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ の エ
ン ド 識 別 子 用 の フ ィ ー ル ド で あ る 。
　 以 上 が 本 発 明 の セ ン サ 端 末 に お い て 、 デ ー タ を 送 信 す る 際 の 無 線 パ ケ ッ ト Ｐ の 基 本 構 造
で あ る 。 な お 、 必 要 に 応 じ て 「 Ｄ ｕ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 」 な ど ８ ０ ２ ． １ １ 等 の 無 線 規 格 で 標 準
に 提 供 さ れ る フ ィ ー ル ド が 付 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ パ ケ ッ ト の 送 受 信 ）
　 デ ー タ 送 信 の 場 合 、 送 信 セ ン サ は 上 記 無 線 パ ケ ッ ト Ｐ を 発 信 す る 。 こ の パ ケ ッ ト Ｐ を 受
信 し た 近 隣 の セ ン サ 端 末 は 、 自 端 末 の 近 隣 識 別 子 が 、 ReceiverListフ ィ ー ル ド ６ ３ に 含 ま
れ て い る と き 、 自 端 末 の 近 隣 識 別 子 に 対 応 す る 送 信 先 Ｓ ｉ ｎ ｋ の エ ン ド 識 別 子 を 検 出 し 、
そ の Ｓ ｉ ｎ ｋ に 対 し て 引 き 続 き デ ー タ の 転 送 を 行 う 。
　 こ れ に 対 し 、 ReceiverListフ ィ ー ル ド ６ ３ に 自 端 末 の 近 隣 識 別 子 が 含 ま れ て い な い セ ン
サ 端 末 は 、 通 常 の ８ ０ ２ ． １ １ 等 の よ う に 転 送 等 は 行 わ ず 、 通 信 が 終 了 す る ま で 待 機 す る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ 無 線 制 御 信 号 の 構 造 例 ）
　 ま た 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 ／ Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 ／ Ａ Ｃ Ｋ 信 号 の 各 信 号 授 受 に よ る 無 線 制 御 を 行 う 場 合 、
Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 、 Ａ Ｃ Ｋ 信 号 の 両 信 号 に つ い て は 、 図 １ ９ （ ｂ ） に 示 さ れ て い る 構 造 と 同 様 で
あ る 。 こ れ に 対 し 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 に つ い て は 、 図 １ ９ （ ｂ ） に 示 さ れ て い る 構 造 と は 異 な る
。 す な わ ち 、 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 Ｒ に は 、 NbrNumフ ィ ー ル ド ６ ２ が 追
加 さ れ 、 こ の フ ィ ー ル ド に は 送 信 対 象 と な る 複 数 の 近 隣 セ ン サ の 数 を 表 す 値 が 含 め ら れ る
。 そ し て 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 Ｒ の ReceiverListフ ィ ー ル ド ６ ３ に は 、 受 信 対 象 の 近 隣 セ ン サ の 識
別 子 が 、 NbrNumフ ィ ー ル ド ６ ２ の 値 に 対 応 す る 数 だ け 列 挙 さ れ る 。 例 え ば 、 NbrNumフ ィ ー
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ル ド ６ ２ の 値 が 「 ２ 」 で あ る 場 合 、 「 近 隣 １ 近 隣 識 別 子 」 と 「 近 隣 ４ 近 隣 識 別 子 」 と が 列
挙 さ れ る 。
　 以 上 が 本 実 施 形 態 の セ ン タ 端 末 同 士 の 間 で 授 受 さ れ る Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 の 基 本 構 造 で あ る 。 な
お 、 必 要 に 応 じ て Ｄ ｕ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ な ど ８ ０ ２ ． １ １ 等 の 無 線 規 格 で 標 準 に 提 供 さ れ る フ
ィ ー ル ド が 付 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ 無 線 制 御 信 号 の 送 受 信 ）
　 図 ２ に 示 さ れ て い る Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 を 受 信 し た セ ン サ 端 末 （ 以 下 、 受 信 セ ン サ 端 末 と 呼 ぶ ）
は 、 自 端 末 の 近 隣 識 別 子 が ReceiverListフ ィ ー ル ド に 含 ま れ て い る 場 合 、 送 信 元 の 近 隣 識
別 子 に 対 し Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 の 返 信 を 行 う 。 こ の Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 の 返 信 は 、 複 数 の 受 信 セ ン サ 端 末 間
の Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 が 衝 突 し な い よ う に 時 間 を 分 け て 行 わ れ る 。 具 体 的 に は 、 ReceiverListフ ィ
ー ル ド に 列 挙 さ れ て い る 識 別 子 の 順 番 に 、 一 定 時 間 を 積 算 し た タ イ ミ ン グ を 基 と し て 各 受
信 セ ン サ 端 末 は Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 の 送 信 を 行 う 。 こ う す る こ と に よ り 、 Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 の 送 信 タ イ ミ
ン グ が 、 各 受 信 セ ン サ 端 末 で 異 な る も の と な り 、 Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 の 衝 突 が 回 避 で き る 。 一 般 に
、 セ ン サ 端 末 の デ ー タ 送 信 速 度 は 数 十 Ｋ ｂ ｐ ｓ な の で 、 積 算 す る 時 間 は こ れ を 考 慮 し た 時
間 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 全 て の Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 を 受 信 し た 送 信 セ ン サ は 、 図 １ に 示 さ れ て い る パ ケ ッ ト 構 造 で デ ー タ
パ ケ ッ ト を 送 信 す る 。 こ れ に よ り 、 複 数 近 隣 セ ン サ に 同 一 の デ ー タ を 送 信 す る 場 合 、 パ ケ
ッ ト を 複 数 回 送 信 す る の で は な く （ 図 １ ８ 参 照 ） 、 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に １ 度 の 通 信
で 済 ま せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 同 図 に 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ は 、 受
信 者 近 隣 識 別 子 「 １ 」 及 び 受 信 者 エ ン ド 識 別 子 「 Ｂ 」 、 受 信 者 近 隣 識 別 子 「 ４ 」 及 び 受 信
者 エ ン ド 識 別 子 「 Ｃ 」 、 送 信 者 近 接 識 別 子 「 ０ 」 及 び 送 信 者 エ ン ド 識 別 子 「 Ａ 」 を デ ー タ
「 Ｄ Ａ Ｔ Ａ 」 に 付 加 し た セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ を 作 成 す る 。 こ の セ ン サ パ ケ ッ ト Ｐ が Ｓ ｏ ｕ ｒ
ｃ ｅ Ａ か ら 送 信 さ れ る と 、 受 信 者 近 隣 識 別 子 が 「 １ 」 で あ る セ ン サ 端 末 Ｄ 、 受 信 者 近 隣 識
別 子 が 「 ４ 」 で あ る セ ン サ 端 末 Ｅ が そ れ ぞ れ 受 信 す る こ と に な る 。 こ の よ う に 、 複 数 の パ
ケ ッ ト を １ つ に 集 約 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 ３ に お い て は 、 簡 単 の た め Type、 NbrNum
、 SinkNumの 各 フ ィ ー ル ド は 表 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 デ ー タ パ ケ ッ ト を 正 常 に 受 信 し た セ ン サ 端 末 Ｄ 、 Ｅ は 、 送 信 者 で あ る Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ に
対 し Ａ Ｃ Ｋ 信 号 を 返 信 す る 。 こ の Ａ Ｃ Ｋ 信 号 の 送 信 に つ い て も 、 Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 の 送 信 の 際 と
同 様 に 衝 突 を 回 避 す る た め 、 ReceiverListフ ィ ー ル ド に 含 ま れ て い る 識 別 子 の 順 番 に 一 定
時 間 を 積 算 し た タ イ ミ ン グ を 基 に し て 行 わ れ る 。
　 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 の 集 約 、 デ ー タ パ ケ ッ ト の 集 約 が 行 わ れ 、 か つ 、 Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 及 び Ａ Ｃ Ｋ 信 号
の 衝 突 が 回 避 さ れ る 結 果 、 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ か ら セ ン サ 端 末 Ｄ
、 Ｅ に 、 集 約 さ れ た Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 が 送 信 さ れ た 後 、 異 な る タ イ ミ ン グ で Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 が 返 信 さ
れ る 。 そ の 後 、 Ｄ Ａ Ｔ Ａ で あ る 集 約 さ れ た セ ン サ パ ケ ッ ト が 送 信 さ れ 、 異 な る タ イ ミ ン グ
で Ａ Ｃ Ｋ 信 号 が 返 っ て く る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の セ ン サ 端 末 に よ れ ば 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト の 場 合 （ 図 ２ ０ 参
照 ） の よ う に 受 信 セ ン サ が 自 律 的 に そ の 後 の 処 理 を 決 定 す る の で は な く 、 送 信 者 が 明 示 的
に 受 信 セ ン サ 毎 に 中 継 す べ き シ ン ク を 指 定 す る こ と で 、 デ ー タ の 不 達 や 冗 長 な デ ー タ 信 号
発 生 を 抑 制 で き る 。
　 ま た 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 ／ Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 ／ Ａ Ｃ Ｋ 信 号 に よ る 無 線 制 御 を 行 う 場 合 は 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号
を １ つ の パ ケ ッ ト に 集 約 す る こ と が で き 、 か つ 、 複 数 の セ ン サ か ら 返 信 さ れ る Ｃ Ｔ Ｓ 信 号
／ Ａ Ｃ Ｋ 信 号 に リ ス ト 順 に 基 づ く 時 間 差 を 与 え て い る た め 衝 突 回 避 も 実 現 で き 、 省 電 力 通
信 と 確 実 な 通 信 と を 両 立 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ セ ン サ 端 末 の 構 成 例 １ ）
　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 に か か る デ ー タ の 無 線 通 信 を 行 う セ ン サ 端 末 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ

10

20

30

40

50

(9) JP 2006-270914 A 2006.10.5



ク 図 で あ り 、 デ ー タ 送 信 の 際 に 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 等 の 無 線 制 御 を 行 わ な い 場 合 の 構 成 例 を 示 す
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 本 例 の セ ン サ 端 末 は 、 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス １ １ と 、
受 信 パ ケ ッ ト 解 析 部 １ ２ と 、 デ ー タ ベ ー ス １ ３ と 、 ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル １ ４ と 、 送 信 デ
ー タ パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ５ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス １ １ は 、 他 の セ ン サ 端 末 か ら パ ケ ッ ト
を 受 信 す る と 、 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 部 １ ２ に そ の パ ケ ッ ト を 転 送 す る 。 ま た 、 入 出 力 イ ン タ
フ ェ ー ス １ １ は 、 送 信 デ ー タ パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ５ か ら パ ケ ッ ト が 転 送 さ れ て く る と 、 他 の
セ ン サ 端 末 に そ の パ ケ ッ ト を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 部 １ ２ は 、 自 端 末 の 近 隣 識 別 子 と 自 端 末 の エ ン ド 識 別 子 と が Receiver
Listフ ィ ー ル ド に 含 ま れ て い る か 解 析 す る こ と に よ っ て 、 自 端 末 が そ の パ ケ ッ ト の 受 信 対
象 で あ る か ど う か 判 断 す る 。 例 え ば 、 そ れ ら 識 別 子 の 上 位 数 ビ ッ ト が ReceiverListフ ィ ー
ル ド に 含 ま れ て い れ ば 、 自 端 末 が そ の パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で あ る と 判 断 で き る 。 こ の 判 断
の 結 果 、 そ れ ら が ReceiverListフ ィ ー ル ド に 含 ま れ て い る 場 合 、 デ ー タ ベ ー ス １ ３ へ の デ
ー タ 収 容 や 、 送 信 デ ー タ パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ５ へ の パ ケ ッ ト ヘ ッ ダ 構 造 の 通 知 を 行 う 。 な お
、 上 記 の 判 断 の 結 果 、 自 端 末 の 近 隣 識 別 子 及 び エ ン ド 識 別 子 が 含 ま れ な い 場 合 で も 、 受 信
パ ケ ッ ト 解 析 部 １ ２ は 、 必 要 に 応 じ て ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル １ ４ の 更 新 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル １ ４ は 、 後 述 す る よ う に 、 近 隣 の セ ン サ 端 末 の 識 別 子 を 項 目 に 含
ん で い る 。 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 部 １ ２ に お い て 自 端 末 が そ の パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で あ る と 判
断 さ れ た 場 合 、 ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル １ ４ 内 の 対 応 す る 項 目 が 選 択 さ れ る 。 ル ー テ ィ ン グ
テ ー ブ ル １ ４ に お い て 複 数 の 項 目 が 選 択 さ れ た 状 態 に お い て 、 そ れ ら の 項 目 に 同 一 の 識 別
子 が 含 ま れ て い れ ば 、 そ れ ら を 集 約 で き る こ と に な り 、 別 々 の パ ケ ッ ト を 作 成 す る の で は
な く 、 １ つ に 集 約 さ れ た パ ケ ッ ト が 作 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 送 信 デ ー タ パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ５ は 、 デ ー タ パ ケ ッ ト 転 送 時 あ る い は 自 律 的 に デ ー タ パ ケ
ッ ト を 発 信 す る 際 に 、 自 端 末 近 隣 の 端 末 に つ い て の 識 別 子 で あ る 近 隣 識 別 子 、 自 端 末 の エ
ン ド 識 別 子 、 デ ー タ ベ ー ス １ ３ 内 の デ ー タ 、 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 部 １ ２ か ら 必 要 な 情 報 を 収
集 し 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 し た パ ケ ッ ト を 作 成 す る 。 こ の 作 成 さ れ た パ ケ ッ ト は 、 入 出 力
イ ン タ フ ェ ー ス １ １ に 出 力 さ れ る 。
　 な お 、 対 象 物 の 温 度 、 湿 度 、 気 温 、 位 置 、 時 刻 、 動 き 、 電 界 強 度 等 、 セ ン サ 端 末 の 周 囲
の 情 報 を 取 得 す る 環 境 情 報 取 得 部 を セ ン サ 端 末 内 に 追 加 す れ ば 、 外 部 か ら の 要 求 や デ ー タ
パ ケ ッ ト を 受 信 し て い な い 場 合 で あ っ て も 、 自 律 的 に デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ セ ン サ 端 末 の 構 成 例 ２ ）
　 図 ６ は 、 本 実 施 形 態 に か か る デ ー タ の 無 線 通 信 を 行 う セ ン サ 端 末 の 他 の 構 成 例 を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ り 、 デ ー タ 送 信 の 際 に 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 等 の 無 線 制 御 を 行 う 場 合 の 構 成 例 を 示 す
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 本 例 の セ ン サ 端 末 は 、 図 ５ の 構 成 に 、 無 線 制 御 部 １ ６
が 追 加 さ れ た 構 成 に な っ て い る 。 無 線 制 御 部 １ ６ は 、 デ ー タ パ ケ ッ ト を 保 存 す る 無 線 制 御
用 バ ッ フ ァ １ ６ １ と 、 図 ２ を 参 照 し て 説 明 し た Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 を 作 成 す る 無 線 制 御 パ ケ ッ ト 作
成 部 １ ６ ２ と 、 Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 及 び Ａ Ｃ Ｋ 信 号 に つ い て の 送 信 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 送 信 タ イ
ミ ン グ 制 御 部 １ ６ ３ と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 送 信 デ ー タ パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ５ は 、 作 成 し た 送 信 パ ケ ッ ト を
無 線 制 御 用 バ ッ フ ァ １ ６ １ に 転 送 す る 。 無 線 制 御 用 バ ッ フ ァ １ ６ １ は そ の デ ー タ パ ケ ッ ト
を 保 存 し て お き 、 無 線 制 御 パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ６ ２ に Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 の 送 信 要 求 を 通 知 す る 。
　 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 の 送 信 要 求 を う け た 無 線 制 御 パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ６ ２ は 、 送 信 デ ー タ パ ケ ッ ト
の ヘ ッ ダ を 参 照 し て 、 上 述 し た Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 を 作 成 し 、 送 信 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ６ ３ に 出 力
す る 。 送 信 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ６ ３ は 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 を 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス １ １ に 転 送 す
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る 。 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス １ １ は 他 の セ ン サ 端 末 に Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 他 の セ ン サ 端 末 か ら Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 を 受 信 し た 場 合 、 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 部 １ ２ は 、 自
端 末 の 近 隣 識 別 子 と 自 端 末 の エ ン ド 識 別 子 が ReceiverListフ ィ ー ル ド に 含 ま れ て い る か 判
断 す る 。 そ れ ら が ReceiverListフ ィ ー ル ド に 含 ま れ て い る 場 合 、 そ の Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 は 無 線 制
御 パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ６ ２ に 転 送 さ れ る 。
　 無 線 制 御 パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ６ ２ は 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 を 送 信 し た セ ン サ 端 末 を あ て 先 と し た Ｃ
Ｔ Ｓ 信 号 を 作 成 し 、 送 信 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ６ ３ に 出 力 す る 。 送 信 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ６
３ は 、 複 数 の セ ン サ 端 末 が 送 信 す る Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 同 士 の 衝 突 を 回 避 す る た め 、 ReceiverList
フ ィ ー ル ド に 含 ま れ て い る 識 別 子 の 順 番 に 、 あ る 単 位 時 間 を 積 算 し た タ イ ミ ン グ を 基 に し
て Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 を 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス １ １ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 送 信 側 の セ ン サ 端 末 で は 、 Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 が 近 隣 の 受 信 側 セ ン サ 端 末 全 て か ら 返 信 さ れ る と
、 無 線 制 御 用 バ ッ フ ァ １ ６ １ か ら デ ー タ パ ケ ッ ト を 取 り 出 し 、 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス １ １
に よ り そ れ を 送 信 す る 。
　 デ ー タ 受 信 が 完 了 す る と 、 近 隣 の 受 信 側 セ ン サ 端 末 の 無 線 制 御 パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ６ ２ は
、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 の 送 信 側 セ ン サ 端 末 を あ て 先 と し た Ａ Ｃ Ｋ 信 号 を 作 成 し 、 送 信 タ イ ミ ン グ 制
御 部 １ ６ ３ に Ａ Ｃ Ｋ 信 号 を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 送 信 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ６ ３ は 、 複 数 の セ ン サ 端 末 か ら の Ａ Ｃ Ｋ 信 号 の 衝 突 を 回 避 す る
た め 、 ReceiverListフ ィ ー ル ド に 含 ま れ て い る 識 別 子 の 順 番 に 、 あ る 単 位 時 間 を 積 算 し た
タ イ ミ ン グ を 基 に し て Ａ Ｃ Ｋ 信 号 を 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス １ １ に 送 信 す る 。
　 な お 、 上 記 の Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 及 び Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 の 授 受 が 行 わ れ な い 場 合 も あ る 。 こ の 場 合 、 デ
ー タ パ ケ ッ ト が 正 常 に 受 信 で き た 場 合 に Ａ Ｃ Ｋ 信 号 を 返 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ セ ン サ 端 末 の 構 成 例 ３ ）
　 図 ２ １ は 、 本 実 施 形 態 に か か る デ ー タ の 無 線 通 信 を 行 う セ ン サ 端 末 の 他 の 構 成 例 を 示 す
ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 同 一 の 識 別 子 の 組 に 対 し 複 数 の パ ケ ッ ト を 送 信 す る と き に 、 代 用 識 別
子 を 利 用 し た 通 信 を 行 う 場 合 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 同 図 の セ ン サ 端 末 は 、 図 ５
の 構 成 に 、 識 別 子 の 組 よ り 少 な い 情 報 量 で 表 さ れ た 代 用 識 別 子 を 作 成 す る 代 用 識 別 子 作 成
部 １ ７ と 、 代 用 識 別 子 と を 含 む デ ー タ パ ケ ッ ト を 初 め て 受 信 し た 際 に 、 識 別 子 の 組 と 代 用
識 別 子 と の 対 応 を 記 憶 す る 代 用 識 別 子 記 憶 部 １ ８ を 追 加 し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 受 信
パ ケ ッ ト 解 析 部 １ ２ は 、 識 別 子 の 組 と 代 用 識 別 子 と を 含 ん だ パ ケ ッ ト を 受 信 し た と き 、 例
え ば 図 ２ ２ の よ う な 対 応 表 を 作 成 し 、 代 用 識 別 子 記 憶 部 １ ８ に 記 憶 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 同 図 を 参 照 す る と 、 こ の 対 応 表 に は 、 代 用 識 別 子 と 、 そ の 代 用 識 別 子 に 対 応 す る 識 別 子
と の 組 が 記 憶 さ れ て い る 。 識 別 子 の 組 を 含 ま ず 、 代 用 識 別 子 を 含 む パ ケ ッ ト を 受 信 し た と
き 、 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 部 １ ２ は 代 用 識 別 子 記 憶 部 １ ８ に 記 憶 さ れ て い る 、 こ の 対 応 表 を 参
照 し て 代 用 識 別 子 に 対 応 す る 識 別 子 の 組 を 求 め る 。 そ し て 、 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 部 １ ２ は 、
上 述 し た よ う に そ の 識 別 子 の 組 に 応 じ た 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 送 信 デ ー タ パ ケ ッ ト 作 成 部 １ ５ が 代 用 識 別 子 を 利 用 し た パ ケ ッ ト を 作 成 す る 場 合
、 代 用 識 別 子 作 成 部 １ ７ を 利 用 し て 代 用 識 別 子 を 作 成 し 、 送 信 デ ー タ パ ケ ッ ト を 作 成 す る
。 例 え ば 、 図 ２ ３ の よ う に 、 同 一 の 識 別 子 の 組 に 複 数 の パ ケ ッ ト を 送 信 す る と き 、 初 め の
通 信 時 は 識 別 子 の 組 及 び 代 用 識 別 子 を 含 む パ ケ ッ ト を 作 成 し 送 信 す る 。 そ れ 以 後 の 通 信 で
は 識 別 子 の 組 は 含 ま ず 、 代 用 識 別 子 を 含 む パ ケ ッ ト を 作 成 し て 通 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 代 用 識 別 子 に は 、 例 え ば 識 別 子 の 組 に 対 し 既 存 の ハ ッ シ ュ 関 数 （ Ｍ Ｄ ５ 等 ） を 適 用
し た 値 を 利 用 す れ ば 良 い 。 ま た 、 送 信 セ ン サ 端 末 が 代 用 識 別 子 の 値 を 設 定 す る 場 合 、 連 続
し た 値 を 設 定 し て も 良 い し 、 ラ ン ダ ム な 値 を 設 定 し て も 良 い 。
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　 と こ ろ で 、 図 １ や 図 １ ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 パ ケ ッ ト 内 に は 、 識 別 子 の 組 以 外 の ヘ
ッ ダ 情 報 （ Ｎ ｂ ｒ Ｎ ｕ ｍ 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｎ ｕ ｍ 、 Ｒ ｅ ｃ ｖ Ｌ ｉ ｓ ｔ Ｌ ｅ ｎ 、 Ｒ ｅ ｃ ｖ Ｌ ｉ ｓ ｔ
Ｂ ｉ ｔ ） も 存 在 す る 。 こ の た め 、 こ れ ら の 情 報 を も 含 め た 内 容 に つ い て 代 用 識 別 子 を 用 い
る と 、 よ り ヘ ッ ダ 長 を 縮 小 さ せ る こ と が で き る 。
　 な お 、 図 ６ の 構 成 に 、 上 述 し た 代 用 識 別 子 作 成 部 １ ７ 、 代 用 識 別 子 記 憶 部 １ ８ を 追 加 し
た 構 成 を 採 用 し て も 良 い 。 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 無 線 制 御 を 行 い 、 代 用 識 別 子 に よ る 通
信 を 行 う セ ン サ 端 末 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ 集 約 動 作 例 ）
　 上 記 は 、 同 一 無 線 通 信 範 囲 内 に お け る 複 数 近 隣 セ ン サ へ の 集 約 送 信 方 式 、 つ ま り １ ｈ ｏ
ｐ 通 信 範 囲 内 の 集 約 に つ い て 説 明 し た が 、 こ こ で は Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ か ら Ｓ ｉ ｎ ｋ へ の 経 路 自
体 の 集 約 に つ い て 説 明 す る 。
　 複 数 の 目 的 Ｓ ｉ ｎ ｋ へ の 経 路 が 集 約 で き る 場 合 は 、 経 路 を 集 約 し て パ ケ ッ ト を 送 信 す る
こ と が 望 ま し い 。 経 路 集 約 の 効 果 に つ い て 、 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ７ （ ａ ） の 場 合 で
は Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ か ら Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｈ に 対 し 同 一 の デ ー タ が 別 経 路 で 送 ら れ る た
め 、 デ ー タ の 送 受 信 回 数 が 増 え 、 消 費 電 力 が 増 大 す る 。 一 方 、 図 ７ （ ｂ ） の 場 合 で は Ｓ ｏ
ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ か ら Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｈ へ の デ ー タ は 同 一 の 経 路 で 送 ら れ る た め 、 図 ７ （
ａ ） の 場 合 に 比 べ て デ ー タ 送 受 信 回 数 が 減 少 し 、 省 電 力 効 果 が 高 い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 経 路 集 約 を 実 現 す る た め の 、 セ ン サ 端 末 に お け る 、 経 路 集 約 の 動 作 例 に つ い て 、 更
に 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 同 図 に お い て 、 最 初 に 、 ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル を 基 に 、 最 適 な 近 接 セ ン サ 群 の リ ス ト を
作 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ） 。 次 に 、 リ ス ト に 未 送 信 の あ て 先 が あ る か 判 断 す る （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ０ ２ ） 。 こ こ で は 、 リ ス ト に 未 送 信 の あ て 先 が あ る の で 、 次 に 、 あ て 先 を 最 も 集
約 可 能 な 近 隣 セ ン サ を 選 択 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ → Ｓ １ ０ ３ ） 。
　 そ し て 、 上 記 セ ン サ に 集 約 可 能 な セ ン サ に つ い て は 、 上 記 リ ス ト か ら 削 除 す る （ ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ ４ ） 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に 戻 り 、 リ ス ト に 未 送 信 の あ て 先 が な く な る ま
で 以 上 の 動 作 が 継 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル ）
　 ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル の 例 が 図 ９ （ ａ ） に 示 さ れ て い る 。 同 図 に は 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ の 属
性 を 示 す 「 Ｓ ｒ ｃ Ａ ｔ ｔ ｒ 」 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ の 識 別 子 で あ る 「 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｉ Ｄ 」 、 近 隣 の セ ン サ
端 末 の 識 別 子 で あ る 「 Ｌ ｏ ｃ ａ ｌ Ａ ｄ ｄ 」 、 コ ス ト 値 で あ る 「 Ｖ ａ ｌ ｕ ｅ 」 、 が 示 さ れ て
い る 。
　 同 図 （ ａ ） に お い て 、 複 数 の Ｓ ｉ ｎ ｋ Ａ ～ Ｅ に 対 し て デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 場 合 に
つ い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 最 初 に 、 各 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ａ ～ Ｅ に 送 信 す る コ ス ト 値 「 Ｖ ａ ｌ ｕ ｅ
」 の 最 も 小 さ な 項 目 が 選 択 さ れ る 。 コ ス ト 値 が 同 一 の 場 合 は そ れ ら 全 て が 選 択 さ れ る 。 本
例 で は 太 線 枠 の 項 目 が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 同 図 （ ａ ） に お い て 選 択 さ れ た 項 目 が 同 図 （ ｂ ） に 示 さ れ て い る 。 同 図 （ ｂ ） は 最 適 近
隣 識 別 子 リ ス ト で あ る 。 こ の 最 適 近 隣 識 別 子 リ ス ト に お い て 、 近 隣 の セ ン サ 端 末 の 識 別 子
「 Ｌ ｏ ｃ ａ ｌ Ａ ｄ ｄ 」 の 内 容 が 同 じ 項 目 が 選 択 さ れ る 。 本 例 で は 太 線 枠 の 項 目 が 選 択 さ れ
る 。 「 Ｌ ｏ ｃ ａ ｌ Ａ ｄ ｄ 」 の 内 容 が 同 じ で あ れ ば 、 集 約 が 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 同 図 （
ｂ ） に お い て 選 択 さ れ た 項 目 と 同 じ Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｉ Ｄ が 含 ま れ て い る 項 目 は 消 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 同 図 （ ｂ ） に お い て 集 約 又 は 消 去 が 行 わ れ な か っ た 項 目 が 同 図 （ ｃ ） に 示 さ れ て い る 。
同 図 （ ｃ ） に お い て 、 さ ら に 近 隣 の セ ン サ 端 末 の 識 別 子 「 Ｌ ｏ ｃ ａ ｌ Ａ ｄ ｄ 」 の 内 容 が 同
じ 項 目 が 選 択 さ れ る 。 本 例 で は 太 線 枠 の 項 目 が 選 択 さ れ る 。 「 Ｌ ｏ ｃ ａ ｌ Ａ ｄ ｄ 」 の 内 容
が 同 じ で あ れ ば 、 集 約 が 可 能 で あ る 。 以 上 の よ う に 、 集 約 及 び 削 除 が 行 わ れ る た め 、 最 小
数 の パ ケ ッ ト が 送 信 さ れ る こ と に な る の で 、 シ ス テ ム 全 体 の 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が で
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き る 。
　 な お 、 外 部 か ら の 要 求 に 応 答 し て セ ン サ 端 末 か ら デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る プ ル 型 送 信
処 理 の 場 合 よ り も 、 要 求 が 無 く て も セ ン サ 端 末 自 身 が デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る プ ッ シ ュ
型 送 信 処 理 の 場 合 の 方 が 図 １ の よ う に 集 約 で き る 可 能 性 が 高 く 、 消 費 電 力 削 減 の 効 果 が 期
待 で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の セ ン サ 端 末 を 利 用 し た セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 実 施 例 １ に つ い て
図 １ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 同 図 に お い て 、 パ ケ ッ ト Ｐ は デ ー タ パ ケ ッ ト で あ り 、
簡 単 の た め Type、 NbrNum、 SinkNumの 各 フ ィ ー ル ド は 描 か れ て い な い 。 ま た Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ
Ａ 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ 等 は エ ン ド 識 別 子 を 表 し 、 ０ 、 １ 、 ２ 、 ３ 等 の 数 字 は 近 隣 識 別 子 を 表 し て
い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 同 図 に は 、 最 も 基 本 的 な 適 用 例 が 示 さ れ て い る 。 本 例 で は 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ が Ｓ ｉ ｎ ｋ
Ｂ 及 び Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｃ に 対 し て 同 一 の デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 。
　 ま ず 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ は ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル を 参 照 す る こ と に よ り 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ に つ
い て は 近 隣 セ ン サ Ｄ （ 識 別 子 「 １ 」 ） に 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｃ に つ い て は 近 隣 セ ン サ Ｅ （ 識 別 子 「
４ 」 ） に 送 信 す れ ば よ い と 判 断 す る 。 そ し て 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ は 、 ReceiverListフ ィ ー ル
ド ６ ３ に お い て 、 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 １ 」 と エ ン ド 識 別 子 「 Ｂ 」 、 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 ４
」 と エ ン ド 識 別 子 「 Ｃ 」 、 を そ れ ぞ れ 対 応 付 け た パ ケ ッ ト Ｐ を 作 成 す る 。 な お 、 パ ケ ッ ト
Ｐ の SenderInfoフ ィ ー ル ド ６ ４ は 、 送 信 者 で あ る Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ の 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 ０
」 及 び エ ン ド 識 別 子 「 Ａ 」 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 作 成 さ れ た パ ケ ッ ト Ｐ を 送 信 す る こ と に よ り 、 一 度 の 通 信 で ２ つ の 近 隣 セ ン サ に デ
ー タ を 送 信 す る こ と が で き る 。
　 こ の パ ケ ッ ト Ｐ を 受 信 し た 近 隣 の セ ン サ 端 末 Ｄ 及 び セ ン サ 端 末 Ｅ は 、 パ ケ ッ ト Ｐ の ヘ ッ
ダ を 参 照 し 、 セ ン サ 端 末 Ｄ は Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ に 向 け て パ ケ ッ ト を 転 送 し 、 セ ン サ 端 末 Ｅ は Ｓ ｉ
ｎ ｋ Ｃ に 向 け て パ ケ ッ ト を 転 送 す る 。 以 上 の よ う に パ ケ ッ ト Ｐ が 送 信 さ れ た 場 合 、 ブ ロ ー
ド キ ャ ス ト と は 異 な り 、 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 ２ 」 の セ ン サ 端 末 Ｆ 、 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 ３
」 の セ ン サ 端 末 Ｇ は 、 自 端 末 が あ て 先 に 含 ま れ て い な い と 判 別 で き る た め 、 パ ケ ッ ト Ｐ を
受 信 し て も 不 要 な 転 送 等 は 行 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 つ ま り 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト と は 異 な り 、 デ ー タ 送 信 回 数 が 低 減 さ れ る こ と に な り 、 無 線
通 信 の 省 電 力 化 に 貢 献 で き る 。 ま た 近 隣 の セ ン サ 端 末 毎 に パ ケ ッ ト 受 信 後 の 転 送 先 を 明 示
す る こ と で 、 必 要 十 分 な 転 送 が 行 わ れ る こ と が 保 証 さ れ 、 パ ケ ッ ト の 不 達 や 、 冗 長 パ ケ ッ
ト 送 信 に よ る 消 費 電 力 増 大 を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 な お 、 本 実 施 例 に お い て Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 ／ Ｃ Ｔ Ｓ 信 号 ／ Ａ Ｃ Ｋ 信 号 の 制 御 を 行 う 場 合 は 、 先
述 し た 図 ４ に 示 す シ ー ケ ン ス で 制 御 が 行 わ れ る 。 こ の 場 合 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 及 び デ ー タ パ ケ ッ
ト に つ い て 、 送 信 回 数 が 低 減 さ れ る こ と に な り 、 無 線 通 信 の 省 電 力 化 に 貢 献 で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の セ ン サ 端 末 を 利 用 し た セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 実 施 例 ２ に つ い て
図 １ １ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 同 図 に お い て 、 パ ケ ッ ト Ｐ は デ ー タ パ ケ ッ ト で あ り 、
簡 単 の た め Type、 NbrNum、 SinkNumの 各 フ ィ ー ル ド は 描 か れ て い な い 。 ま た Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ
Ａ 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ 等 は エ ン ド 識 別 子 を 表 し 、 ０ 、 １ 、 ２ 、 ３ 等 の 数 字 は 近 隣 識 別 子 を 表 し て
い る 。
　 同 図 に は 、 あ る 近 隣 識 別 子 に 対 す る エ ン ド 識 別 子 が 複 数 あ る 場 合 の 適 用 例 が 示 さ れ て い
る 。 本 例 で は 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ が Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ 及 び Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｈ 並 び に Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｃ に 対 し て 同
一 の デ ー タ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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　 ま ず 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ は ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル を 参 照 す る こ と に よ り 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ 及 び
Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｈ に つ い て は 近 隣 セ ン サ Ｄ （ 識 別 子 「 １ 」 ） に 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｃ に つ い て は 近 隣 セ ン
サ Ｅ （ 識 別 子 「 ４ 」 ） に 送 信 す れ ば よ い と 判 断 す る 。 そ し て 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ は 、 Receiv
erListフ ィ ー ル ド ６ ３ に お い て 、 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 １ 」 と エ ン ド 識 別 子 「 Ｂ 」 及 び 「 Ｈ
」 、 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 ４ 」 と エ ン ド 識 別 子 「 Ｃ 」 、 を そ れ ぞ れ 対 応 付 け た パ ケ ッ ト Ｐ を
作 成 す る 。 な お 、 パ ケ ッ ト Ｐ の SenderInfoフ ィ ー ル ド ６ ４ は 、 送 信 者 で あ る Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ
Ａ の 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 ０ 」 及 び エ ン ド 識 別 子 「 Ａ 」 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 作 成 さ れ た パ ケ ッ ト Ｐ を 送 信 す る こ と に よ り 、 一 度 の 通 信 で ２ つ の 近 隣 セ ン サ に デ
ー タ を 送 信 す る こ と が で き る 。 こ の パ ケ ッ ト Ｐ を 受 信 し た 近 隣 の セ ン サ 端 末 Ｅ は 、 パ ケ ッ
ト Ｐ の ヘ ッ ダ を 参 照 し 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｃ に 向 け て パ ケ ッ ト を 転 送 す る 。 こ の と き 、 ブ ロ ー ド キ
ャ ス ト と は 異 な り 、 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 ２ 」 の セ ン サ 端 末 Ｆ と 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 ３ 」 の
セ ン サ 端 末 Ｇ は 、 自 端 末 が あ て 先 に 含 ま れ て い な い と 判 別 で き る た め 、 パ ケ ッ ト Ｐ を 受 信
し て も 不 要 な 転 送 等 は 行 わ な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 一 方 、 パ ケ ッ ト Ｐ を 受 信 し た 近 隣 の セ ン サ 端 末 Ｄ は 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ と Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｈ が 送 信 先
と し て 指 定 さ れ て い る た め 、 そ れ ら 複 数 の セ ン サ 端 末 へ の 一 括 送 信 を 行 う 。 つ ま り 、 セ ン
サ 端 末 Ｄ は 、 識 別 子 の 書 き 替 え を 行 い 、 ReceiverListフ ィ ー ル ド ６ ３ に お い て 、 近 隣 セ ン
サ 識 別 子 「 ５ 」 と エ ン ド 識 別 子 「 Ｂ 」 、 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 ６ 」 と エ ン ド 識 別 子 「 ｈ 」 、
を そ れ ぞ れ 対 応 付 け た パ ケ ッ ト Ｐ ’ を 作 成 す る 。 な お 、 パ ケ ッ ト Ｐ ’ の SenderInfoフ ィ ー
ル ド は 、 送 信 者 で あ る Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ の 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 １ 」 及 び エ ン ド 識 別 子 「 Ａ 」
で あ る 。 こ の 作 成 さ れ た パ ケ ッ ト Ｐ ’ を 送 信 す る こ と に よ り 、 一 度 の 通 信 で ２ つ の 近 隣 セ
ン サ に デ ー タ を 送 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 の よ う に パ ケ ッ ト Ｐ が 送 信 さ れ た 場 合 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト と は 異 な り 、 近 隣 セ ン サ
識 別 子 「 ２ 」 の セ ン サ 端 末 Ｆ 、 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 ３ 」 の セ ン サ 端 末 Ｇ は 、 自 端 末 が あ て
先 に 含 ま れ て い な い と 判 別 で き る た め 、 パ ケ ッ ト Ｐ を 受 信 し て も 不 要 な 転 送 等 は 行 わ な い
。
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ 及 び セ ン サ 端 末 Ｄ に お い て 送 信 回
数 が 低 減 さ れ る こ と に な り 、 無 線 通 信 の 省 電 力 化 に 貢 献 で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 上 記 の 実 施 例 ２ の 場 合 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ か ら Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ 及 び Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｈ ま で の 経 路 は 、
１ ホ ッ プ 分 し か 集 約 さ れ て い な い 。 経 路 の 集 約 は １ ホ ッ プ 分 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
複 数 ホ ッ プ 分 集 約 さ れ る こ と も あ る 。
　 例 え ば 、 図 １ ２ （ ａ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ か ら Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ ’ 、 Ｓ ｉ
ｎ ｋ Ｈ ’ 、 に 対 し 、 従 来 の よ う に 別 々 に パ ケ ッ ト を 送 信 す る と 、 こ の パ ケ ッ ト は 別 々 の 経
路 で 送 信 さ れ る こ と が あ る 。 こ れ に 対 し 、 上 述 し た ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル を 利 用 し た 送 信
先 近 隣 セ ン サ 識 別 子 の 集 約 に よ り 集 約 さ れ た パ ケ ッ ト を 送 信 す れ ば 、 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 さ
れ て い る よ う に 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ か ら Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｂ ’ 及 び Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｈ ’ に 向 け て 、 集 約 さ れ
た １ つ の パ ケ ッ ト が 直 前 ま で １ つ の 経 路 で 送 信 さ れ る こ と に な る 。 し た が っ て 、 経 路 の 集
約 が 複 数 ホ ッ プ 分 行 わ れ 、 セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク 全 体 と し て 送 信 回 数 が 低 減 さ れ る こ と に な
り 、 無 線 通 信 の 省 電 力 化 に 貢 献 で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の セ ン サ 端 末 を 利 用 し た セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 実 施 例 ４ に つ い て
図 １ ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 同 図 に お い て は 、 パ ケ ッ ト Ｐ は デ ー タ パ ケ ッ ト で あ り
、 簡 単 の た め Type、 NbrNum、 SinkNumの 各 フ ィ ー ル ド は 描 か れ て い な い 。 ま た Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ
ｅ Ａ 、 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｇ は エ ン ド 識 別 子 を 表 し 、 ０ 、 １ 、 ２ 、 ３ 等 の 数 字 は 近 隣 識 別 子 を 表 し て
い る 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 同 図 に は 、 あ る １ つ の 目 的 セ ン サ 端 末 の た め に 近 隣 の セ ン サ 端 末 が 複 数 存 在 す る 場 合 の
適 用 例 が 示 さ れ て い る 。 本 例 で は 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ が Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｇ に 対 し て デ ー タ パ ケ ッ ト
を 送 信 す る 場 合 に 、 実 施 例 １ ～ ３ の よ う な 単 数 経 路 ポ リ シ ー で は な く 、 複 数 経 路 ポ リ シ ー
を 採 用 す る 。
　 無 線 通 信 は 有 線 通 信 に 比 べ 不 安 定 で あ り 、 セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク の よ う な 低 電 力 無 線 は 特
に 通 信 品 質 の 変 動 が 激 し い 。 そ こ で Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ は Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｇ に 対 し 、 複 数 経 路 を 利 用
し て デ ー タ を 送 信 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 同 図 に お い て 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ は Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｇ へ の 複 数 経 路 と し て 、 ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ
ル か ら 近 隣 の セ ン サ 端 末 Ｄ （ 識 別 子 「 １ 」 ） と セ ン サ 端 末 Ｂ （ 識 別 子 「 ５ 」 ） と を 選 択 し
、 同 一 デ ー タ パ ケ ッ ト の 送 信 を 行 う 。 こ の デ ー タ パ ケ ッ ト の ReceiverListフ ィ ー ル ド ６ ３
に お い て は 、 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 １ 」 及 び 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 ５ 」 が エ ン ド 識 別 子 「 Ｇ 」
に 対 応 付 け ら れ る 。 な お 、 パ ケ ッ ト Ｐ の SenderInfoフ ィ ー ル ド ６ ４ は 、 送 信 者 で あ る Ｓ ｏ
ｕ ｒ ｃ ｅ Ａ の 近 隣 セ ン サ 識 別 子 「 ０ 」 及 び エ ン ド 識 別 子 「 Ａ 」 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の パ ケ ッ ト Ｐ を 送 信 す る こ と に よ り 、 一 度 の 通 信 で ２ つ の セ ン サ 端 末 Ｂ 及 び Ｄ に デ ー
タ を 送 信 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 セ ン サ 端 末 Ｄ 及 び Ｆ を 経 由 し て Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｇ に 至 る
経 路 と 、 セ ン サ 端 末 Ｂ 及 び Ｅ を 経 由 し て Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｇ に 至 る 経 路 と に よ っ て パ ケ ッ ト Ｐ が 送
信 さ れ る 。 こ の よ う な デ ー タ 転 送 に よ り 、 １ つ の パ ケ ッ ト に つ い て ２ つ の 経 路 で 送 信 で き
る 。 近 隣 の セ ン サ 端 末 が 多 数 存 在 す る 場 合 に は 、 多 数 の 経 路 が 存 在 す る こ と に な る 。 そ れ
ら 多 数 の 経 路 に つ い て 別 々 に パ ケ ッ ト を 送 信 す る こ と は 消 費 電 力 の 点 か ら 好 ま し く な い 。
そ こ で 、 本 例 で は そ れ ら 多 数 の 経 路 を 、 ２ つ の 経 路 に 集 約 し て い る の で 、 消 費 電 力 を 低 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 さ ら に 、 本 例 で は 、 そ れ ら ２ つ の 経 路 に つ い て 別 々 に パ ケ ッ ト を 送 信 す る 場 合 と は 異 な
り 、 最 初 の １ ホ ッ プ 分 が １ つ の パ ケ ッ ト 送 信 で 済 む の で 、 よ り 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 経 路 の 途 中 に 位 置 す る 中 継 セ ン サ に お い て 、 複 数 の 経 路 に パ ケ ッ ト を 送 信
す る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 に も 、 １ つ に 集 約 し た パ ケ ッ ト を 送 信 す れ ば 良 い の で 、 消 費 電
力 を 低 減 で き 、 か つ 、 複 数 の 経 路 を 利 用 し て 安 定 性 を 高 め た パ ケ ッ ト 送 信 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 と こ ろ で 、 受 信 対 象 と な る 近 隣 セ ン サ 端 末 が 多 数 存 在 す る 場 合 、 SenderInfoフ ィ ー ル ド
６ ４ の 内 容 が 膨 大 に な っ て し ま う お そ れ が あ る 。 そ こ で 、 こ の 場 合 に は 、 全 て の セ ン サ 端
末 の 識 別 子 を SenderInfoフ ィ ー ル ド ６ ４ に 含 め る の で は な く 、 閾 値 等 を 設 け て お き 、 よ り
少 な い 数 の パ ケ ッ ト に 分 け て 送 信 す る 。 例 え ば 、 １ 度 の 転 送 で 送 信 で き る パ ケ ッ ト デ ー タ
の 最 大 値 （ Ｍ Ｔ Ｕ ； Ｍ ａ ｘ ｉ ｍ ｕ ｍ 　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｍ ｉ ｓ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 Ｕ ｎ ｉ ｔ ） が 閾 値 と な
り 、 こ の 閾 値 以 下 の パ ケ ッ ト デ ー タ と な る よ う に 分 け て 送 信 さ れ る 。 こ の よ う な 場 合 で も
膨 大 な 数 の パ ケ ッ ト を 別 々 に 送 信 す る 代 わ り に 、 数 個 の パ ケ ッ ト を 送 信 す る だ け で 済 み 、
送 信 回 数 減 少 に よ る 省 電 力 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ 変 形 例 ）
　 本 発 明 に お い て 送 受 信 さ れ る パ ケ ッ ト は 図 １ の よ う な 構 造 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
パ ケ ッ ト の 他 の 構 造 例 に つ い て 、 図 １ ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 同 図 に 示 さ れ て い る パ ケ ッ
ト Ｐ １ は 、 Typeフ ィ ー ル ド ６ １ 、 Ｒ ｃ ｖ Ｌ ｉ ｓ ｔ Ｌ ｅ ｎ ６ ２ ａ 、 Ｒ ｃ ｖ Ｌ ｉ ｓ ｔ Ｂ ｉ ｔ ｓ
６ ２ ｂ 、 ReceiverListフ ィ ー ル ド ６ ３ 、 SenderInfoフ ィ ー ル ド ６ ４ が 、 デ ー タ ６ ５ に 付 加
さ れ た 構 造 に な っ て い る 。 図 １ に 示 さ れ て い る 構 造 と は 異 な り 、 NbrNumフ ィ ー ル ド ６ ２ の
代 わ り に 、 Ｒ ｃ ｖ Ｌ ｉ ｓ ｔ Ｌ ｅ ｎ ６ ２ ａ 及 び Ｒ ｃ ｖ Ｌ ｉ ｓ ｔ Ｂ ｉ ｔ ｓ ６ ２ ｂ が 設 け ら れ 、
か つ ReceiverListフ ィ ー ル ド ６ ３ 中 の 「 Ｓ ｉ ｎ ｋ Ｎ ｕ ｍ 」 が 削 除 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 パ ケ ッ ト Ｐ １ 中 の Ｒ ｃ ｖ Ｌ ｉ ｓ ｔ Ｌ ｅ ｎ ６ ２ ａ は 、 受 信 リ ス ト を 示 す フ ィ ー ル ド で あ る
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ReceiverListフ ィ ー ル ド ６ ３ の ア ド レ ス 数 を 示 し て い る 。 本 例 の ReceiverListフ ィ ー ル ド
６ ３ は 、 「 受 信 者 １ 近 接 識 別 子 」 、 「 シ ン ク １ エ ン ド 識 別 子 」 、 「 シ ン ク ２ エ ン ド 識 別 子
」 の 組 ６ ３ ａ ’ と 、 「 受 信 者 ２ 近 接 識 別 子 」 、 「 シ ン ク ３ エ ン ド 識 別 子 」 の 組 ６ ３ ｂ ’ と
か ら な り 、 ５ つ の ア ド レ ス が 含 ま れ て い る 。 こ の た め 、 Ｒ ｃ ｖ Ｌ ｉ ｓ ｔ Ｌ ｅ ｎ ６ ２ ａ の 値
は 「 ５ 」 と な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 パ ケ ッ ト Ｐ １ 中 の Ｒ ｃ ｖ Ｌ ｉ ｓ ｔ Ｂ ｉ ｔ ｓ ６ ２ ｂ は 、 ReceiverListフ ィ ー ル ド ６ ３ の 各
送 信 先 ア ド レ ス が 近 隣 識 別 子 か エ ン ド 識 別 子 か を 表 す ビ ッ ト 列 で あ る 。 近 隣 識 別 子 を 「 １
」 、 エ ン ド 識 別 子 を 「 ０ 」 で 表 す 場 合 、 Ｒ ｃ ｖ Ｌ ｉ ｓ ｔ Ｂ ｉ ｔ ｓ ６ ２ ｂ の 値 は 、 「 １ ０ ０
１ ０ 」 と な る 。
　 な お 、 上 記 の 組 ６ ３ ａ は 、 シ ン ク １ 及 び シ ン ク ２ を 目 的 端 末 と し た パ ケ ッ ト を 近 隣 の 受
信 者 １ が 送 信 す る と い う 内 容 で あ る 。 ま た 、 上 記 の 組 ６ ３ ｂ は 、 シ ン ク ３ を 目 的 端 末 と し
た パ ケ ッ ト を 近 隣 の 受 信 者 ２ が 送 信 す る と い う 内 容 で あ る 。
　 以 上 の よ う な パ ケ ッ ト 構 造 を 採 用 す れ ば 、 パ ケ ッ ト 全 体 の 構 造 を よ り 単 純 化 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ 同 一 の 識 別 子 の 組 に 複 数 の デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 場 合 ）
　 図 ２ ４ を 用 い て 、 同 一 の 識 別 子 の 組 に 複 数 の デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 場 合 の 動 作 に つ
い て 説 明 す る 。 同 図 に お い て 、 同 一 の 識 別 子 の 組 に 複 数 の デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 場 合
、 送 受 信 さ れ る パ ケ ッ ト は 図 １ 、 図 １ ４ の よ う な 構 造 で は な く 、 図 ２ ３ の よ う な 構 造 と す
る 。 す な わ ち 、 識 別 子 の 組 と そ の 識 別 子 の 組 に 対 応 し た 代 用 識 別 子 と を 含 む デ ー タ パ ケ ッ
ト が 送 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の デ ー タ パ ケ ッ ト を 受 信 し た 近 隣 の セ ン サ 端 末 （ 以 後 、 近 隣 受 信 セ ン サ 端 末 と 呼 ぶ ）
は 、 識 別 子 の 組 と 代 用 識 別 子 と の 対 応 を 記 憶 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ ａ 、 Ｓ ２ ０ ２ ｂ ） 。
デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 し た 送 信 セ ン サ 端 末 は 、 以 降 の 送 信 で は 識 別 子 の 組 を 含 ま ず 、 代 用
識 別 子 を 含 む デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ ） 。
　 近 隣 受 信 セ ン サ 端 末 は 、 代 用 識 別 子 と 対 応 し た 識 別 子 の 組 、 す な わ ち 上 述 し た 対 応 表 を
記 憶 し て い る た め 、 代 用 識 別 子 の み で も 自 端 末 が 受 信 す べ き か ど う か と い う 判 断 や 、 そ の
後 の 転 送 処 理 が 行 わ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ ａ 、 Ｓ ２ ０ ４ ｂ ） 。 以 上 の よ う に 代 用 識 別 子
で 識 別 子 の 組 を 代 用 す る こ と に よ り 、 近 隣 受 信 セ ン サ 端 末 の 識 別 に 必 要 な バ イ ト 長 を 減 少
さ せ る こ と が で き 、 省 電 力 通 信 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 な お 、 代 用 識 別 子 の 有 無 は Typeフ ィ ー ル ド の 値 に よ り 判 断 す る こ と が で き る 。 つ ま り 受
信 セ ン サ は 、 受 信 パ ケ ッ ト の Typeフ ィ ー ル ド を 参 照 す る こ と に よ り 、 そ の パ ケ ッ ト が 識 別
子 の 組 を 利 用 し て 送 信 さ れ て い る の か 、 識 別 子 の 組 と 代 用 識 別 子 の 組 が 含 ま れ て い る の か
、 代 用 識 別 子 だ け で 送 信 さ れ て い る の か 、 を 判 断 す る こ と が で き る 。 ま た Typeフ ィ ー ル ド
で は な く 代 用 識 別 子 の 有 無 を 判 定 す る た め の Optionフ ィ ー ル ド を 新 た に 設 け 、 そ れ を 用 い
て 設 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ セ ン サ 端 末 の 制 御 方 法 ）
　 上 述 し た セ ン サ 端 末 に お い て は 、 以 下 の 制 御 方 法 が 採 用 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 同 一 の
デ ー タ を 、 送 信 先 で あ る Ｎ 個 の 目 的 端 末 に 送 信 す る 場 合 に 、 該 目 的 端 末 の 識 別 子 と 自 端 末
に 近 接 す る 近 接 端 末 の Ｍ 個 （ Ｎ 、 Ｍ は 、 自 然 数 か つ 少 な く と も 一 方 は ２ 以 上 ） の 識 別 子 と
か ら な る 識 別 子 の 組 を 、 少 な く と も １ つ 含 む パ ケ ッ ト で あ る デ ー タ パ ケ ッ ト を 送 信 側 端 末
か ら 送 信 す る 送 信 ス テ ッ プ と 、 上 記 デ ー タ パ ケ ッ ト を 受 信 し た 受 信 側 端 末 に お い て 、 該 デ
ー タ パ ケ ッ ト に 含 ま れ て い る 、 識 別 子 の 組 に 基 づ い て 、 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の 受 信 対 象 で
あ る か 判 断 す る 判 断 ス テ ッ プ と 、 上 記 判 断 ス テ ッ プ に よ り 自 端 末 が 該 パ ケ ッ ト の 受 信 対 象
で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 に 、 上 記 目 的 端 末 に 向 け て 該 パ ケ ッ ト を 転 送 す る た め に 識 別 子 の
書 き 替 え を 行 う 識 別 子 書 き 替 え ス テ ッ プ と を 含 む 制 御 方 法 が 採 用 さ れ て い る 。
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　 こ の よ う に セ ン タ 端 末 を 制 御 す れ ば 、 複 数 近 隣 セ ン サ に 同 一 の デ ー タ を 送 信 す る 場 合 、
複 数 回 の 通 信 を 行 う こ と な く １ 度 の 通 信 で 済 ま せ る こ と が で き る の で 、 無 線 通 信 の 回 数 を
低 減 で き 、 セ ン サ 端 末 同 士 の 通 信 の 省 電 力 化 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
（ ま と め ）
　 本 発 明 の セ ン サ 端 末 を 用 い て セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 構 成 し た 場 合 の シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン 結 果 に つ い て 図 １ ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。 同 図 に は 、 セ ン サ 端 末 数 が 「 １ ０ ０ 」 、
Ｓ ｉ ｎ ｋ の 数 が 「 １ ０ 」 、 Ｓ ｏ ｕ ｒ ｃ ｅ の 数 が 「 １ 」 の セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に お
い て 、 ユ ー ザ か ら の 要 求 に よ る プ ル 型 通 信 が 行 わ れ る 場 合 を 前 提 と し て い る 。 そ し て 、 同
図 に は 、 従 来 技 術 の 場 合 の 消 費 電 力 を １ ０ ０ ％ と し 、 無 線 集 約 を 行 っ た 場 合 、 経 路 集 約 を
行 っ た 場 合 、 無 線 及 び 経 路 共 に 集 約 し た 場 合 、 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 Ｒ Ｔ Ｓ 信 号 の 送 信 （
同 図 中 の 網 掛 け ） 、 デ ー タ パ ケ ッ ト の 送 信 （ 同 図 中 の 白 ヌ キ ） 、 総 計 （ 同 図 中 の ハ ッ チ ン
グ ） 、 の 消 費 電 力 が 百 分 率 で 示 さ れ て い る 。 同 図 に 示 さ れ て い る よ う に 、 無 線 集 約 、 経 路
集 約 の 少 な く と も 一 方 を 行 っ た 場 合 は 、 従 来 技 術 の 場 合 に 比 べ て 、 消 費 電 力 を 低 減 で き る
こ と が わ か る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 発 明 は 、 セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、 消 費 電 力 を 低 減 し て 電 源 容 量 を 小 さ く し 、 セ
ン サ 端 末 全 体 の 大 き さ を よ り 小 さ く す る 場 合 に 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る セ ン サ 端 末 が 送 受 信 す る パ ケ ッ ト の 構 造 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る セ ン サ 端 末 が 送 受 信 す る 通 信 要 求 信 号 の 構 造 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る セ ン サ 端 末 の パ ケ ッ ト 送 信 の 例 を 示 す ト ポ ロ ジ ー 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る セ ン サ 端 末 の パ ケ ッ ト 送 信 の 例 を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る セ ン サ 端 末 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る セ ン サ 端 末 の 他 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 経 路 集 約 の 効 果 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の セ ン サ 端 末 を 採 用 し た 場 合 の 経 路 集 約 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 ９ 】 ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル を 参 照 し て 行 わ れ る 集 約 処 理 の 内 容 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に か か る 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に か か る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に か か る 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に か か る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 デ ー タ パ ケ ッ ト の 他 の 構 造 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の セ ン サ 端 末 を 採 用 し た 場 合 の 消 費 電 力 低 減 効 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 従 来 の セ ン サ 端 末 が 送 受 信 す る パ ケ ッ ト の 構 造 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 の セ ン サ 端 末 に よ る セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク に お け る パ ケ ッ ト 転 送 例 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 １ ８ 】 従 来 の セ ン サ 端 末 に よ る パ ケ ッ ト の 複 数 回 送 信 を 示 す ト ポ ロ ジ ー 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 従 来 の セ ン サ 端 末 に よ る パ ケ ッ ト の 複 数 回 送 信 を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 利 用 し た 際 の 課 題 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 、 代 用 識 別 子 を 利 用 し た 通 信 を 行 う セ ン サ 端 末 の 構
成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ １ 中 の 代 用 識 別 子 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 、 代 用 識 別 子 の 対 応 表 の 例 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 、 代 用 識 別 子 を 利 用 し た パ ケ ッ ト の 構 成 例 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 、 代 用 識 別 子 を 利 用 し た 通 信 例 の シ ー ケ ン ス 図 で あ
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る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
１ １ 　 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス
１ ２ 　 受 信 パ ケ ッ ト 解 析 部
１ ３ 　 デ ー タ ベ ー ス
１ ４ 　 ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル
１ ５ 　 送 信 デ ー タ パ ケ ッ ト 作 成 部
１ ６ 　 無 線 制 御 部
１ ７ 　 代 用 識 別 子 作 成 部
１ ８ 　 代 用 識 別 子 記 憶 部
６ １ 　 Typeフ ィ ー ル ド
６ ２ 　 NbrNumフ ィ ー ル ド フ ィ ー ル ド
６ ３ 　 ReceiverListフ ィ ー ル ド
６ ４ 　 SenderInfoフ ィ ー ル ド
１ ６ １ 　 無 線 制 御 用 バ ッ フ ァ
１ ６ ２ 　 無 線 制 御 パ ケ ッ ト 作 成 部
１ ６ ３ 　 送 信 タ イ ミ ン グ 制 御 部
Ａ ～ Ｈ 　 セ ン サ 端 末
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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